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未経産牛乳房炎は,泌乳牛の乳房炎に比べ,発生率は高 くない 3,5,7,ll,12,19,30,31)が, 治療は困難であ

る4,7,ll,25,28~31)･ 本症に催思 した乳房は, 乳管の化膿性崩壊に続いて被包化の強い特徴的な膿場形成

を示す20,21,29~32). この末経産牛乳房炎は,梶患初期に発見 されて適切な治療が施 されると,外観的に

は治癒する7,13,22)が,泌乳機能を完全 に回復することは極めて困難で8), 分娩後に無乳症 となる場合

が多い7,9,13,22)

一万,本症に雁患する時期,すなわち初産前の若年における健康牛乳房の形態に関する報菖は乏 し

い.

本研究は,未経産年乳房炎に曜患 した分房が分娩後に無乳症 を発 し易 くなる原因を追究するため,

出生時か ら妊娠にいたるまでの健康年乳房における乳管の分布 ･発育状態などを明 らかにすることを

主目的として行なったものである.

材 料 と 方 法

観察に用いた乳房は Tablelに示 した生後 2日齢か ら25カ月齢のホルスタイン種または黒毛和種

計 23頭か ら採取 した. これ らの牛は全て妊娠及び泌乳の経験は無い ものである. 放血死 させた牛か

ら乳房を切離 し,硫酸バ リュウム ･ゼラチン混液を乳頭口か ら乳管洞及び乳管内-注入,直 ちに乳腺

動脈か ら10% ホルマ リン水を濯流 したのち, 乳房全体 を同液中に浸漬 して固定 した. 固定終了後,

乳房の肉眼的観察のためにソフテックス写真を撮影,続いて顕微鏡的観察のために同一乳房の各所か

ら組織細片を切出し,常法により厚 さ8ノ-10〟のパラフ ィン切片を作 り,H.E及びアザン染色を施

して鏡検 した.

*家畜解剖学研究室 **家畜病理学研究室 ***家畜外科学研究室
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観 察 結 果

生後 4日, 6日,13日,16日,17日齢の雌乳房は小 さく, 乳房の大部分は脂肪組織で構成 されて

いる. この時期の乳管洞や乳管の発達状態をソフテックス写真で観察 したのが Fig.1である.乳管

洞の乳頭部 と乳腺部の内腔の広 さは大差なく,管状を呈 している.乳管洞の乳頭部は乳頭内を背方へ

管が放散 しているのみで,乳房の実質である乳管洞や乳管は各乳頭後方の小範囲に限局 して認められ

る. この時期の乳房を顕微鏡的に観察 したのが Fig.2である.乳房の大部分を構成する脂肪組織は

結合組織性の支質によって小葉に区分 されている･乳頭の近位部に位置する乳管洞には粘膜 ヒダが長

られ,少数の乳管が乳管洞乳腺部に連なっている. この乳管は短 く,乳管洞乳腺部の近位部に達すぞ

のみで,乳房の主要構成成分である脂肪組織内にまで伸長するものは無 く,また腺胞 も見 られない.

乳管洞や乳管内には少数の好中球が時々認め られるが,分泌物は全 く見 られない･乳管洞及び乳管∝

粘膜は,円柱状ないし立方状の 2層の上皮細胞 と,細胞成分の豊富な結合組織で構成 された粘膜固≠

層か らな り, これ らの乳管洞や乳管の近 くには太い血管や神経線維乗が豊富である･乳頭管は重層届

平上皮で被われている･

生後 23日齢 (Figs.3,4)と30日齢の乳房は,前述 した生後間 もないものの乳房に比べて大 きし

が,乳房の主要成分は脂肪組織である.乳管洞はやや発育 して内腔は広 く,乳管 もやや伸長 していそ

が,乳管洞や乳管の分布範囲,密度,それ らの顕微鏡的構造などは年後間 もない ものと大差はない･

生後 62日齢の乳房は, 生後 1カ月齢までの乳房に比べて非常に大 きく発育 しているが, 乳房のi

要構成成分はやは り脂肪組織である.乳管洞の拡張や乳管の伸長が見 られ, これ ら各乳頭の背後方て

ほほ球状の範囲に分布 し,乳房の脂肪組織内-進入 している(Fig.5).顕微鏡的に観察すると(Fig･

6),乳管は1カ月齢までの ものよ り長 く,その分布は密であるが腺胞は見 られない･

生後 6カ月齢 (Figs.7,8)及び7ヵ月齢の乳房は62日齢の ものより大 きい･62日齢までのも0I

と大 きく異なる点は,乳管洞や乳管が非常によく発達 していることである.すなわち,乳管洞乳腺奇

は乳房の脂肪組織内に深 く大 きく進入 し,それに続 く乳管 も伸長 ･分岐 し, これ ら乳房の実質組織は
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乳房辺縁部を除いた乳房のほぼ全域に広がっている.顕微鏡的に観察すると,腺胞はまだ見 られず,

乳管洞や乳管,乳細管などが脂肪組織内に疎な配列を示 して認められるのみである.

9ヵ月,loわ月,25ヵ月齢 (Fig.9)の乳房では乳管洞や乳管は乳房全域に広 く分布 している.蘇

微鏡的に観察すると, 9カ月齢のものでは太い乳管の周囲に乳細管 と腺腔のほとんど見 られない腺胞

が新生 ･集積 し,それらが脂肪組織内に島状を呈 して認められる.分泌像は見 られない.10カ月齢の

ものでは, 9ヵ月齢のものより発育が進み,乳管周囲には腺胞が群生 し,それらが脂肪組織内に白状

に認められる.腺胞が拡張 し,内部に空胞及びエオシン好性の分泌物を含む腺胞が見 られ,そのよう

な腺胞を形成する腺細胞内には小空胞が認められる. 生後 25ヵ月齢の 乳房では, 乳管 とその周囲に

群在する腺胞が脂肪組織内で白状を呈する小葉 も見 られるが,多 くの小葉では乳管 と腺胞で満 されて

脂肪組織はほとんど認められない (Fig.10). この25カ月齢の乳房では, 腺腔は狭 く, 腺腔内のエ

オシン好性物質や腺細胞内の空胞など,分泌を示す像は認められない.

なお, 生後 2日, 4日,25日齢の 雄牛乳房の大 きさ, 乳管洞 と乳管の発育程度及びそれ らの顕微

鏡的構造などは生後 4日齢の雌牛乳房のものに類似 している. その後, 61日,68日, 3カ月, 4カ

月, 7カ月齢 と年休が発育するにつれて乳頭の大 きさはやや大 きく発育するが,乳房の膨隆は見 られ

ない.乳管洞は年休の発育に伴なってやや増大するが,乳房の脂肪組織や乳管は逆に退化する. 7カ

月齢の雄牛乳房 (Figs.ll,12)では,乳頭内及びその背後方の皮膚直 卜に乳頭管 とやや発育 した乳

管洞が認められるのみで,乳管や腺胞は見 られない.また,観察 した全ての雄牛乳房では,肉眼的な

分泌物や顕微鏡的な分泌像は全 く見 られなかった.

考 察

雌牛の乳房は,出生後か ら性成熟前までは体の成長に伴なって発育するが6,15), その発育は主に脂

肪組織や結合組織の増殖による6,15,16,18,33'もので, この時期の乳房実質は乳管洞 と乳管か ら成 り,腺

胞は見 られない6,15,17,18,33) といわれている. 著者 らの観察結果 もこれ らの報告 と一致するもので,_4-:

後 62日齢までの雌牛乳房では, 乳管洞や乳管は各乳頭の背後位の小範囲に限局 して認められるのみ

で,乳房の大部分は小葉構造を示す脂肪組織で構成 されていた.

性成熟に達 した雌牛乳房の実質は主に導管か ら成 り腺胸形成はない6)ともいわれているが,一般に

雌牛が性成熟に達すると,卵胞ホルモンによって乳管の発育が促進 され2,15,16,24) , 2- 3回の発情に

よって乳管の発育は完了する33).その後,黄体ホルモンによってわずかに分泌細胞の発育が起 り24,33),

なん回も発情を反復 したものでは, 乳管は脂肪組織全体に広が り24), 乳細管には 分泌物が認められ

る23)といわれている.著者 らの観察では, 6カ月齢以後の雌牛乳房では,乳房のほぼ全域に乳管が到

達しており,乳管の発達は6カ月齢のものではほぼ完成 しているようである.腺胞の発育は乳管の発

育よりかなり遅 く, 6カ月齢及び7ヵ月齢の乳房では腺胞は見 られなかった. 9ヵ月齢の乳房では,

乳管の周囲に腺腔のほとんど認められない腺胞が出現 ･群生 し,それ らの乳管 と腺胞が脂肪組織内に

白状に認められた.10カ月齢の乳房では更に発育が進んで,腺胞が増数 しているが,実質組織は脂肪

組織内でまだ畠状を呈 している. しかし, この時期の乳房では,拡張 した腺胸内に分泌物を含み,ま

た腺細胞内に乳脂 と思われる空胞が認められる腺胞 も多 く観察 された.25カ月齢の乳房では,実質が

脂肪組織内で白状を呈する小葉 も認められるが,大多数の小葉は実質で満 されていた. しかし, この

25カ月齢の 乳房では分泌像は見 られなかった. このことは発情周期によるもの10)かも知れないが明

らかではない.なお,雌牛乳房の発育には品種差15)や個体差24)が見 られるといわれているが,著者 ら
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の観察例数は少なく,これらの点は解明できなかった.

出生から1ヵ月齢までの雄牛乳房は雌のものと構造上の差はない26,27)が,雄牛乳房では年齢 ととも

に管の直径が少 し太 くなるだけで一生を通 じて質的な変化はない18)といわれている.一方,成熟雄牛

の乳頭 (乳頭管 と乳管洞乳頭部)は,成熟雌牛の乳頭に比べて長 さが約 1/2と短いことを除けば,両

者の肉眼的並びに顕微鏡的構造は似ている1) ともいわれている･著者 らの観察では, 1ヵ月齢以前の

雄牛乳房の構造は肉眼的, 顕微鏡的に 4日齢の雌牛乳房のものに類似していた. 61日齢以後の雄牛

の乳房では,年休の発育に伴なって乳頭 と乳管洞はある程度発育するが,乳房の脂肪組織と乳管は退

化し, 7カ月齢ではそれらはほとんど認められなかった.

要 約

生後 2日齢か ら25ヵ月齢 までの末経産雌牛 と雄牛における乳房の発育を肉眼的, 顕微鏡的に観察

した.

生後 62日までの雌牛乳房では, 乳管洞や乳管は各乳頭の背後位の小範囲に限局 し, 乳房の大部分

は脂肪組織で形成 されている.

6ヵ月齢以後の雌牛乳房では乳管が乳房のほぼ全域に分布している.腺胞は9カ月齢のもので出現

し,10ヵ月齢のもので分泌像が見 られた.25ヵ月齢の乳房では,腺胞で満 された小葉が多い.

25日齢以前の雄牛の乳房の形態は 4日齢の雌牛のものに似ている. 61日齢以後の雄牛乳房では,

乳頭 と乳管洞はやや発育するが,乳房の脂肪組織と乳管は退化する･

本研究は昭和 53年度文部省科学研究費 (一般研究A,代表者幡谷正明,No.244013)によって行

なったものである.また冒崎県からの援助を頂いた.ここに記 して感謝の意を表する.
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Summary

Grossandmicroscopicobservationsonthepostnataldevelopmontofuddersweremade
in2-dayto25-month-oldheifersandbulls.

Inuddersfrom heifersyoungerthan62daysofage,thelactiferoussinusesandmam一

maryductswerelimitedwithinnarrow extentofdorsoposteriorpartsfrom eachteat,and
thebulkofudderconsistedofadiposetissue.

Inuddersfrom heifersolderthan 6months,thelactiferoussinusesandmammary

ductsdistributedallovertheudder. Thealveoliappearedinuddersofheifersattheir9

monthsandshowedsecretioninuddersofthoseaged10months.Theuddersofa25-month-
oldheiferwasmadeupoflobulesofcloselypackedalveoli.

Thestructureofuddersofbullyoungerthan25daysofagewereidenticaltothatof
4-day-Oldheifer.Inuddersfromabullolderthan61daysofage,theteatsandlactiferous

sinusesdevelopedslightly,butthemammaryductsandadiposetissuedegenerated.
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ExplanationofFigures

Fig.1 Radiographoflefthalf

Fig.2 MicrophotographofFig.

Fig.3 Lefthalfofudderfrom

Fig.4 MicrophotographofFig.

Fig.5 Lefthalfofudderfrom

Fig.6 MicrophotographofFig.

Fig.7 Lefthalfofudderfrom

Fig.8 MicrophotographofFig,

Fig.9 Lefthalfofudderfrom

Fig.10 MicrophotographofFig.

Fig.11 Lefthalfofudderfrom

Fig.12 MicrophotographofFig.

ofudderfrom 4-day-Oldheifer,leftlateralview.
1.

23-day-Oldheifer.
3.

62-day-Oldheifer.
5.

6-month-Oldheifer.

7.

9.

7-month-oldbull.ll.

Abbreviations

A:anteriorteat AD:adip〇setissueofudder L:lactiferoussinus P:posteriorteat
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